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(4) 従来のダメージスプレディング・ダイナミックスに対する統計重みの設定 Cmonotonicity 条件)を用いると，
競合がある場合のダメージスプレディング転移温度は，パーコレーション転移温度より少し低く見積もられること
を数値実験によって示している O ただし，ダメージスプレディングの定義自身に不確定要素があり，そのタイナミッ
クスに関するさらに総合的な研究の必要性も指摘している o
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競合磁性体のみならず，複雑な相互作用をもっ巨大システム， コンピュータ，生体系，宇宙系などの複雑系は多方
面から興味が持たれており，それらの複雑系を支配する法則を見いだすことは基礎研究として大切な意義を持つだけ
でなく応用面でも極めて重要なテーマとなっている。本論文は，典型的な複雑系である競合イジング模型に隠れてい
る秩序状態の存在を磁場応答，パーコレーション表現，双対性， ダメージスプレディングなどの諸性質を通して明ら
かにしようとしたもので，応用物理学，特に物性工学および数理情報工学に寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認めるo
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